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整 理 番 号  2019P-011 

補助事業名  2019年度 自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する事業 補助

事業  

補助事業者名  公益財団法人 日本自転車競技連盟 

 

１ 補助事業の概要 

 

（１）事業の目的 

自転車を通じて国民の心身の安全な発達に寄与するとともに、豊かな人間性を涵養

すること、かつ、自転車競技の普及促進と競技登録者数の増加を目的とし、もって公

益の増進に寄与する。 

 

（２）実施内容 

 

(1)  全国自転車競技指導担当者研修会及び審判講習会 

例年本事業により、本連盟公認審判員第1級講習会を実施しているが本連盟理事役員

等で構成している委員会改変等により調整が付かずに未実施となった。 

 

(2) 自転車競技普及・広報事業   

連盟ホームページは会員やサイクルスポーツ・ファンとを繋ぐ重要な役目を担ってお

り、適宜情報を分かり易く発信し問題なく稼働している。 

連盟ホームページURL  https://jcf.or.jp/ 

 

連盟の重要なシステムの1つでもある、登録システムは毎年オンライン化を推進し

利用者である会員のメリットを提供し問題なく稼働している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://jcf.or.jp/%e7%ac%ac%ef%bc%91%e7%b4%9a%e5%85%ac%e8%aa%8d%e5%af%a9%e5%88%a4%e5%93%a1%ef%bc%88%e3%83%88%e3%83%a9%e3%83%83%e3%82%af%ef%bc%86%e3%83%ad%e3%83%bc%e3%83%89%ef%bc%86%e3%82%b7%e3%82%af%e3%83%ad%e3%82%af/?category=road
https://jcf.or.jp/
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(3) 広報誌の発行 

シクリスムエコー第231号 全32ページカラー 40,000部 
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(4) 登録者増進に係るシステム改修 

登録者マイページ開発URL https://entry.jcf-system.jp/jcf/entry.php 

システムフロントページ 

 

https://entry.jcf-system.jp/jcf/entry.php
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登録者データ管理システム開発、2019年度については5つの開発に着手し完了した。 

① 各種メニューを稼働させる為に新たにログインプログラムを開発した。 

② 従来は手書き/押印/郵送などマニュアル運用であったが、事務効率化と利用者利便性

向上の為にオンライン海外活動許可申請システムを開発した。 

③ ユーザーの様々な問い合わせに対応するコールセンターシステムを開発した。 

④ 登録競技者、公認審判員等へのアンケートを個人情報保護の観点から安全に実施する

為にアンケートシステムを開発した。 

⑤ 有益な情報を会員へ安全に直接届ける為に、メール一斉配信システムを開発した。 

 

その他 システム開発 運用マニュアル（成果物） 
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(5) 広報（宣伝、現地報道対応） 

本連盟主催大会で最大規模の全日本ロードレース選手権大会をはじめ各国内選手権

大会等の記録映像を撮影記録し、ライブ配信も行った。トラック大会で国内最大規模

のジャパントラックカップⅠ＆Ⅱや全日本選手権トラックではオリンピック１年前

でもある今年度は広報体制を強化し情報の発信に努めた。 

その結果として、多くのメディアに取り上げられる事となった。 
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8月23-26日 VeloCamServicesによるジャパントラックカップの映像撮影完了。 

また、国内に於いてオリンピック・パラリンピックトラック競技実施を見据えて、オリン

ピックや世界選手権で実際に使用しているシステムと担当者によって、国内役員の養成も

行われた。 
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（6）アンチ・ドーピング活動事業  

JADA主催講習会へ本連盟アンチ・ドーピング委員会メンバー派遣の他、自転車競技公

認コーチ講習会へのアンチ・ドーピング講習会へ講師派遣した。また本連盟理事会構

成員である役職員向けのアンチ・ドーピング講習会を実施した。 

その他、海外遠征時に日本新記録更新時に公認検査を実施した。 
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（7）東京オリンピックに向けた国際審判員養成・講習会開催 

8月22-25日に東アジア圏ジュニア競技者向けトラックレギュレーション講習会をUCI

コミッセール講師により実施し、若年者競技者の将来性を伸ばし、今後の大会運営の

円滑化を図った。 



（別紙５） 
 

15 

 

8月22-25日に最新電子計測システム運用講習会を実施しオペレーターの養成を行い、国内

に於ける国際大会開催において円滑な大会運営を図った。 
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(8)登録者安全講習会、コーチ講習会 

自転車学校の開催  

10月 26日東京都大島町において東京都自転車競技連盟による自転車学校が開催された。

本土からの参加者と自転車になじみの薄い島内参加者と共に自転車操縦技術の向上を図

った。また普段見る事のない、BMXフリースタイルのデモンストレーションを見学し、

島内のツーリングもプログラムに組み込まれ島の振興にも寄与した。 
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テキストの改訂 

スポーツサイクル基礎スキル テキストがオフロード要素を加味し改訂され内容として

は普遍的なものとして発行された。オフロードとオンロードとでは区別される事が多いが

その境界線がどこかに引かれている事ではない事からその垣根を払しょくしコーチや指

導者にとって役に立つ内容として期待される。 
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安全講習会（ヘルメット説明会） 

2019年 8月 20日（火）自転車総合ビル 
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（9）指導者向けハラスメント防止講習会の開催 

 スポーツ団体におけるガバナンス強化、コンプライアンス意識の向上を図るため

に、以下の研修会等を実施した。 

第1回 2019年7月28日（日）高校総体（沖縄県名護市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2回 2019年9月28日（土） 茨城国体（取手競輪場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3回 2019年12月5日（木）自転車総合ビル 
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（10）競技者登録普及拡大・女子育成を目的とした講習会 

 女子育成部会として、高体連、学連が実施する大会や女子選手向けの強化合宿を

視察し、選手、指導者向けの講習を実施した。初めての試みのため、戸惑いなが

ら参加している指導者もいたようだが、講師と選手間では積極的な意見交換等 

あり、各校でのマイノリティな立場の女子選手達、そして男性の指導者の相談窓

口として女子育成部会の存在を伝えられたことは、今後の女子競技者人口の発展

に繋がることを期待される。また、女子育成部会のWEBページを開設し、女子競技

者から今まで寄せられた質問等をQ&Aにまとめ開示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

本連盟では「自転車競技」というキーワードだけでなく広く親しまれている呼称「サ
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イクルスポーツ」環境の充実を図る方針をたてた事から、一部のコアなファンだけで

なく、サイクルスポーツを身近に感じてもらえる事を狙いとして本事業を推進してき

た。その結果、従来は殆ど関係性を持たない様な方々と共にいくつもの事業を開催し

且つ、楽しみや新たな発見、そして学喜びを本事業通じて提供する事ができた。その

結果として、常に会員数は増加しており登録者に関するシステム改修の利便性向上と

相まって相乗効果を生み出す結果となったと思われる。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

・広報誌 「シクリスムエコー」 №231 40,000部 

・登録システムマニュアル（総てPDFファイル） 

(ア) ログイン管理システムVer1.2 2020年02月25日 

(イ) 海外活動許可申請システムVer1.2 2020年02月25日 

(ウ) チーム登録管理システムVer1.2 2020年02月25日 

(エ) コールセンターシステムVer1.2 2020年02月25日 

(オ) アンケートシステムVer1.2 2020年02月25日 

(カ) 一斉メールシステムVer1.2 2020年02月25日 

   ・大会映像  

(ア) 全日本トライアル選手権×1 

(イ) 全日本ロード選手権×1 

(ウ) ジャパントラックカップ×1 

(エ) 全日本シクロクロス選手権大会×4 

・広報露出レポート 

(ア) トラック3大会露出報告書 

(イ) 2019年 4月～2020年3月広報活動レポート 

・スポーツサイクル基礎スキル テキスト改訂版 200部 

・講習会用ビブス  44枚 

・海外文献翻訳 

(ア) UCIトラック競技規則改訂部分 1式 

(イ) UCI世界選手権規則改訂部分 1式 

(ウ) UCIシクロクロス競技規則改訂部分 1式 

(エ) UCIオリンピピック規則改訂部分 1式 

   

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人日本自転車競技連盟 

（コウエキザイダンホウジンニホンジテンシャキョウギレンメイ） 

住   所： 〒141-0021  

東京都品川区上大崎 3-3-1 

代 表 者： 会長 佐久間 重光（サクマ シゲミツ） 

担 当 部 署： 総務部 

担 当 者 名： 事務局次長 後藤 慶一郎（ゴトウ ケイイチロウ） 

電 話 番 号： 03－6277－2690 

F A X： 03－6277－2691 

E - m a i l： goto@jcf.or.jp  

Ｕ Ｒ Ｌ： http://jcf.or.jp/ 

file:///C:/Users/JKA30年度/普及拡大/完了報告提出データ/goto@jcf.or.jp
http://jcf.or.jp/

